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精神科医療保護入院後の退院患者の再入院とその関連要因
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目的　精神科医療保護入院者での退院後の再入院の発生頻度を明らかにし，その関連要因を検討する。

方法　福岡県山門保健所および田川保健所での精神保健関連事務・業務の資料と病院への問合わせによっ

て，医療保護入院者の退院後の経過を調査した。調査対象は，2つの保健所管内に居住する者で，平成

3年4月から平成5年9月までに医療保護入院後に退院をした343人（山門保健所：163人，田川保健所：

180人）であり，平成6年11月まで経過を追跡した（追跡期間；最短：1年，最長：3年8ヵ月）。

成績　山門保健所管内および田川保健所管内の再入院率は，退院6ヵ月後でそれぞれ17％および22％，1年

後で30％および31％であった。再入院のリスクが高い者の特徴として，「診断」がアルコール依存症な

いし薬物依存症，「今回の在院期間」が長い，「過去の入院回数」が多い，「医療費支払い区分」が生活

保護，「合併症」あり，「退院時の居住形態」が保護者以外と同居，「保健所への訪問依頼」が否，「病

院の精神病床数」が多い，などが挙げられた。また，受療中断によって追跡調査が打切りとなる者が

多く認められた。山門保健所管内と田川保健所管内における受療中断による追跡打切り率は，退院1

ヵ月後で10％と26％，1年後で15％と27％であり，退院後の早い時期に多くの受療中断が発生してい

た。

結論　医療保護入院者の退院後の再入院および受療中断はかなりの頻度に上っており，またその関連要因の

検討からも，精神障害者を地域で支える体制の整備が急務であることが明らかになった。
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